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大阪府内や京阪神間を中心に88店舗・

19出張所を構える第二地方銀行の関西ア

ーバン銀行は、渉外担当員（営業部員）の

生産性向上と顧客満足度向上を図るため、

auの携帯電話（W44T）とモバイルプリン

ター（ブラザー製）により集金・預かり業務

を効率化する渉外支援システムを導入し

た。携帯電話による集金処理のシステム

化は国内の銀行として初めての例である。

従来は現金や通帳などを預かる際に手

書き帳表を利用しており、記入漏れや訂

正などの不備が発生して渉外担当者や内

勤者、さらに顧客側の手間を増やしてし

まうことがあった。

渉外担当者全員に付与した760台の携帯

電話には、BREWで開発したアプリケー

ションを搭載。プルダウン選択を基

本とした入力項目、遷移数の少ない

画面設計、操作ミスを防ぐための充

実したガイダンス機能などにより、

使いやすさとともに正確な入力作業

を実現した。

入力データはBluetooth通信でモ

バイルプリンターに送られ、その場

で「預かり証」を発行できる。同時に本

部サーバにもデータが送信されるため、

内勤者も集金業務内容をリアルタイムに

把握し、管理事務作業を効率的に行える。

さらに、顧客情報照会、顧客訪問実績登

録の機能も一部支店で試行を開始した。セ

キュリティ対策として、センタープッシュ

による端末データの遠隔消去やアプリケ

ーションロック機能などを採用。緊急時に

備えてGPSによる所在地確認、SMSでの

一斉メール配信なども盛り込んだ。

今後はセミナーの予約受付など、さら

にモバイルの活用範囲を広げる機能追加

を進めていく考えだ。

携帯電話で現金・通帳等の預かり業務を効率化

株式会社関西アーバン銀行
http://www.kansaiurban.co.jp

所在地 事業内容
●Profile 大阪府大阪市中央

区西心斎橋1-2-4
銀行業（法人・個人を対象とする預金・融資・証券・投資信
託・生命保険代理店・損害保険代理店・国際の各業務）

株式会社関西アーバン銀行

集金・預り業務支援活用分野

特別賞MCPC award 2008

銀行業業種

携帯電話 モバイル
プリンター

業務アプリ
（BREW）キーテクノロジ

規模や業種を問わず広がる
モバイル活用先進事例「プラス15」
先に紹介した5社に加え、MCPCがお勧めする先進的な15ユーザーの事例を紹介しよう。
大きな特徴として挙げられるのは次の3点である。

①既存システムの進化
数年前に構築したモバイル活用による営業支援システムや販売支援システムを、新しい技術や端末の進
化に即して改良し、より使いやすいシステムにしている。

②無線LANやBluetoothとの組み合せ
携帯電話のネットワークに加え、無線LANとの切り替え、他の機器とのデータ交換にBluetoothを活用
するなど、ワイヤレスネットワークを適材適所に利用したシステムづくりを行っている。

③ユーザーの携帯電話に向けたサービス
エンドユーザー（顧客）側のモバイル端末に、チケット情報や予約情報などを提供し、現場でモバイル端末
から内容を確認するシステムが見られる。

なお、本事例集の掲載事例はMCPCのホームページにも掲載されています。
http://www.mcpc-jp.org
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●取引情報を現場で入力し、集金処理

子どもに対する悪質な犯罪が増えるな

か、岐阜県羽島市では携帯電話メールシ

ステムを子どもの見守りに活用している。

同市は、以前から下校時に住民による

児童見守り活動を展開するなど精力的な

活動をしているが、児童の下校時間変更

など急な連絡事項が発生しても、学校側

から保護者や住民への連絡手段がなかっ

た。そこで携帯電話を使った連絡手段

「e－みまもり隊」システムを2007年に立

ち上げたのである。

羽島市の情報ネットワーク委員会の責

任者を務めていた市立羽島中学校の横山

隆光校長は「最近は携帯電話が普及し、

多くの人が持ち始めています。これなら、

学校からの急な情報が伝えられるし、お

互いに連絡できます」と指摘する。

本システムでは、生徒を見守る立場の

各小学校教職員、保護者・ボランティア

がそれぞれIDとパスワードであらかじめ

管理サーバに携帯電話アドレスを登録し

てもらう。

学校側は児童の下校時間を知らせるメ

ールを送信。メールを受けた保護者・ボ

ランティアの見守り隊は、担当する見守

りポイントを学校に返信して子どもを出

迎え、安全を確認すると学校に報告のメ

ールを送信する。その時子どもたちの様

子など気づいたことを書き込むこともで

きる。通常のメールは定型文が用意され

ているので、送信にかかる手間は少ない。

学校と教育委員会側では、見守り活動

開始の連絡が入るとパソコン画面で「見

守りマップ」の地図上のポイントが赤か

ら緑に変わり、視覚的に確認できる。

約10カ月間の実証実験の結果、お互い

にうまく情報を共有して子どもたちの安

全を守るという当初の目標が実現可能で

あることを確認できたという。

下校時の安全を見守る連絡システム

羽島市立羽島中学校
http://www.hashima-gifu.ed.jp/̃hashimaj/

所在地 事業内容
●Profile

岐阜県羽島市足近町7-455
「志をもって 困難に立ち向かえ」
を校訓とする

岐阜県羽島市立羽島中学校

生徒の安全な下校を支援

携帯電話
メール 位置情報 ASP

活用分野

キーテクノロジ

特別賞MCPC award 2008

学校業種

年齢・性別・障害・職業・国や地域の区

別なくすべての人が互いに尊厳を持った

コミュニケーション―ユニバーサルコ

ミュニケーションを目指して社会活動を

行っているNPO法人のSTANDでは、携

帯電話を使ったモバイルライブ中継「モ

バチュウ」を実施している。

障害者スポーツ大会において、長距離

移動が困難なため直接試合を見に行けな

い人を対象に、ケータイを使って試合を

生中継するというものだ。選手や家族が

自宅から携帯電話で応援メッセージ動画

を配信することもできる。

システムは、携帯電話のテレビ電話と

パソコンのみで構築。携帯電話のテレビ

電話で撮影した動画を生中継専用サイト

にアップロードし、配信するシステムだ。

「モバチュウで電動車椅子サッカーを知り、

自分も始めました」などの声も寄せられ、

自宅に引きこもりがちな方々が社会参加

の第一歩を踏み出すきっかけにもなって

いる。

障害者スポーツ大会をモバイルライブ中継

特定非営利活動法人 STAND
http://www.i-project.jp/stand/

所在地 事業内容
●Profile 東京都港区南青山6-7-2

テラアシオス南青山2F
ユニバーサルコミュニケーション
の推進

A会館（メイン会館） B中継会場 
（応援メッセージ等） 

C中継会場 
（応援メッセージ等） 

携帯テレビ電話（発信用） 携帯テレビ電話 
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特定非営利活動法人STAND

スポーツ大会のモバイル中継

テレビ電話 画像配信

活用分野

キーテクノロジ

特別賞MCPC award 2008

NPO法人業種

●「モバチュウ」基本システム構成図

市立羽島中学校の
横山隆光校長

学校からの下校お知らせメ
ール
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